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　　1　 は じめ に

1 ．研 究 の 背景

　 中山間地域，中で も山間部の 農業集落で は，高

度経済成長期以 降 ， 若年層 をは じめ とした人 口 の

都市 へ の 流 出に 伴 い ，経済 ・生活 の 両面 に わた り

活 動が 脆弱化 し て きて い る 。

　 もともと山間部の 農業は，商品作物 の 生産では

な く食糧 の 自給の ため に 行われ ， 主要産業は製炭

や林業，養蚕等で あっ た 。 しか し
， 燃料革命や外

材輸入 の 自由化に よ り木炭や木材価格が低下 し，

山間地 で は人 口 を養えなくなっ て きた こ と ， さら

に高度経済成長期に都市 へ 労働力が流出した こ と

もあ り，自給作物 の ため に維持 ・管理 されて きた

山閤部の 耕地は ， そ の 存在意義 と管理者 を失 っ た。

さら に ，戦 中戦後に か け て 開墾 ・拡大 され て きた

水田 に対す る減反 政策 ， 農産物価格 の 低 下か ら，

耕作 を続け る こ と が 困難に な りっ つ ある。こ の よ

うな条件 下で，山に近 く耕作に不便な 田畑か ら放
棄が進 み ，現在 山間部に居住す る人 々 も就学 ・就

業機会 を市街地や都市に求め て 人 口 の 流出が続い

て い る 。 その
一一

方で ， 農林地の もつ 国士 ・環境保

全機能 や グ リ
ー

ン ツ ー
リズ ム を は じ め とする余

暇 ・保健休養機能が 注 目され て きた 。 これ らの機

能を発揮す るた めに は，農業 ・農村基盤 の 維持 ・

管理が 不可欠で あ り， 過疎 ・高齢化問題 も含め対

策を検討す る 必 要が ある 。

　 2 ．研 究 の 目的 と研究対象

　こ の よ うな背 景の もと，本研究で は ，山間農業

集落に お ける農業 ・農村基盤の 基本的構造，基盤

構成要素の 状況，社会的支援策の あ り方を把握す

る こ とに よ り ， 持続的な農 業 ・農村基盤 の 維 持 ・

管理を可能 にす るため の 必要条件を 明ら か に す る

こ とを 目的 と して い る 。 また ， こ れ ま で 市町村を

単位 とした農業 ・農村基盤 の 維持 ・管理 シ ス テ ム

に着 目した分析 を行 っ て きたが 1）
， こ こ で は，農

業 ・農村基盤 の 最 も小 さな ユ ニ ッ トで あ る農業集

落を対象と して 調査 を行 っ た 。

　 H　 研究 の フ レ ー ム

1 ．農業 ・農村基盤 の 基本的構造

　 こ こ で い う 「農業集落」 とは，渡辺 に よ る 「村

落」 と同等の 意味 ， すなわ ち 「一定の 空間に限定

され た 『地 域 と社会』の 統一
体亅 2）で あ る 。 農業

集落は ， 物理的なイ ン フ ラ ス トラクチ ャ
ー

（以下

物理的イ ン フ ラ） の 構成単位 で あ る と 同時に ， 社

会的集団 （社会的イ ン フ ラ ス トラ クチ ャ
ー

；以 下

社会的イ ン フ ラ）， さらに これ らを規定す る 自然資

源 の 単位 と して捉 える こ とが で きる th こ れ ら 3 っ

の 農業・農村基盤 を維持 ・管理 し て い くた め に は，

生産及 び 生活の 両面にお い て各基盤構成要素が相

互 に働 きあい ，機能を発 揮す る必要がある 。 その

機能 とは経済活動や地域の 社会活動 として現れ る 。

農地 等農業基盤 の 利用 に よ り得 られ た利潤は再度
生産活動 に投入 され ， そ の過程で農地や農業施設

の 維持 ・管理 が行わ れ る 。 また ，個 々 の 担い 手は

経済活動に よ っ て
一

定の 生活水 準を確保 し ， 組 織

的に水利施 設等 の 生産基盤 を管理 して い くととも

259

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Association of Rural Planning

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　of 　Rural 　Planning
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）<TAB>自 然

資源<TAB>距離： 地

一 都市 ，集 落一町村中心 部（役場・

校 ・ 　 　　　 　 　　医療機 関・郵便局・農協 ・商

） 図 1 　農 業 ・農村基盤 の要 素と

標 に， よ り

全で快 適な生活環 境を維 持す るため共 同体組

とし ての 社 会的活動 を行 う。 2 ．

素の抽出 　農業 ・農 村基盤 を構成し，機能を

揮す る要素 に は どの よう なも のがあ る だ ろう
か

　 辺地 におけ る生 活 施 設整備 のた めの財政的

援 を行う基 準と し て，辺 地 度が定められてい

3 ） 。 辺 地度 と は ， 各地域に つ い て生 活に 必

な 施 設へ の距離や 交通機関 の運行頻 度，生 活

境基盤整備 状 況 を 点 数 化したもので あ る 。こ

で指標となっ て い る施 設 や生 活基盤を山間地 域

おける 農 業 ・ 農村基盤構成要素 として 取 り 上

た。加 えて， 生 産 基盤要 素の抽 出のため に，

本 4 ）が 地域 をと ら え るために提案した農 家

活 構 造 マ トリック スを 参 考にし たn これは，

家の 生 活 の 構成要素を 意 識・行 動・環 境 の 三

素 と し ，生 産 的 生活 行動と そ の 他 の 生活行動 に

類 し，家族から
広域経済生 活圏までの 空 間的

がり を 考 え たマト リック ス で あ る。 ただし，

研究で は意 識 に っい て は 扱わ ず， 主に環境を 農

・農村基 盤の構 成要素 とし，社 会 的インフ ラ

物 理的インフラ （生活

素・生産 要 素）に分類 して抽

した（図1 ）。 ま た ， 地 域 の空 間的広が り に関

ては，集落か ら旧村単位ま でに 限 り 要 素 を抽

し た。 3 ．農 業・農村基盤 の維持・ 管理

研究 対 象地域にお いて統計・ 現 地 踏査 等により，

  構成 要素の 状 況 ，   農 業 ・農 村基盤の維持 ・管

理 に より発揮さ れる 機 能 すなわち構造 化さ れた各

要素の 働 き を 表 す 指 標 を 把 握し，農 業・ 農村基盤

の 維 持・ 管理 が可能となる 必要 条件を明らかにす

る 。さらに，いくっ
かの要 素が 時 代の 変遷と と も

に 衰退し たとして

，それを補完する公的 な 施策 やNGO
の社会的支援

あれば ， 当 該地

の農 業・ 農村基盤は維持・ 管理 さ れると 考え

その 効 果を 検 証した ．， 　IH　山 形 県大

町 N 区における農業 ・ 　 　 農村基盤 1 ．

謔 ﾌ 概要 　
本
研究で は山 形県西村 山郡大江 町の

間部 に位 置す る農業 集落 N 区を研 究対 象 とし た

．N 区 は， 町内 を 東西 に横断す る月 布 川の上

に位置し 3 つ の大字から成 る 一 ヒ軒地区 に ある

七軒地 は旧村 であり， かっては19の集 落から

成され
て
林業 ・ 炭 焼 き ・養 蚕を中心 に 生 計 を営んで き た が， 昭
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る い は 挙家離村が 相次ぎ ， 現在 は 11 集落 となっ

て い る 。

　 N 区 は ，月布 川 に 沿 っ た 主要 地方 道 か ら約
1．5km の とこ ろ に 位置する。昭和 35 年 当時は 34
戸 206 名 の 集落で あ っ た が ， 現在は 7 戸 30 名 に

減少 し，高齢化 も進 ん で い る 。

　 N 区を含む七軒地 区の 集落間の 関係は図 2 の よ

うにな っ て い る 。 図 中の 点線で 囲 まれ る複数集落
が 大字単位で，大字 Y ， S ，　M の 3 っ に分かれ て

い る 。 その うち ， 大字 Y
， S は七軒西小 学校

．
， 大

字M は 七 軒東小 学校の 通学区 にな っ て い るた め
，

七軒地 区 は 大きく 2 っ の 地域に分かれて い る。東

部の 大字 M は西部地域 よ りも約 4km 下流に位置
し，独立 した存在で ある 。 昔か らこ の 2 つ の 地域

は ， 旧村地区 の 公民館 （克雪セ ン ター〉，役場 出張

所な どの 設 置場所決 定の 際に対 立 して きた 。
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剛流 域 。 。な がり 　 　図2 　 七軒 地区

おけう 集 落 間の 関孫 2 ，N 区の

業・ 農村基盤 構 成要素 　N 区： における農 業・

村基 盤の構 成要素 の 状 況

  }3 ，表1 〜 3 に 示す。 　社会 的 イ ン フ ラ

は ，集落の運営につい て話 し 合う 区 会は大 字

位 で 行 わ れ て い る が ， 区 費 の 集 　 　

　 　

　 　 　 　　　　　　 　

　

一一 慵駆　 　より広域 鞄 丶 ＼ 金 ・管
等 は区 長及び 若者会が行い，集落 の行 事 と し
契約会 （ 決算 報告会）が 催 され る。生活 関 連

設 の 管 理 や集落内の祭りは全戸参 加で 行わ れ

いる 。 消防団は 集落 構 成 員 数 の 減少に伴い全町
P 位の 広 城 組 織になった た め，集落内 に 消 防

倉 庫
はある も の の ， 集落在 住 の 消防団員 はいない。物
理 的インフラ と し ては，上 下水 道の整備， 集落道

の攣備が遅 れ て い る。また ，農業用水路の 管理 が

出 来な

なったため， 主要な用 水 路は放棄さ れて い る
　 大字単位 で は，区会，老 人会，子供会 が 運

さ れてい る。特に子 供会は 後 述する 山里 留学

より 構 成 員 が 増 加 し，地蔵 回 しや火 の用心な

の集落 行事が 復 活してい る。また， N 区を 含む
W 落 で 所有 す る 50ha の 共有林は，大字 単

で 管 理 が 行 われている。そのほか大 字 単位で

在 す る物 理 的 イ ンフラは，農協支 所
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  <TAB><TAB> h
M 箇所<TAB>0箇

<TAB>消防施 股
<TAB>消 防ポンプ<TAB>箇

  0 ﾓ戸 物 理

塔t   <TAB>消 防
団

倉
所<TAB>蜀 箇

所
<TAB>上
水道<TAB><TAB>簡　水道下水道

<TAB><TAB>ﾍ

川

へ直

　 非 水

<TAB><TAB>
ゴ

~収槃<TAB>方俵等<TAB>町
回収　（生ゴ

・可燃

ミ：週
3
回， 不 燃 ゴ ミ ・ 月 2 回 ｝ <TAB><TAB>そ の 他生活開 隠 財 　（ 除
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表 2　大字 S の 農業 ・農村基盤構成要素

大 宇 中心 よ り慶協支所

　 　　　まで
距離 4，3Ukm

自

黙

貸
源

大 宇中 心より轟林 組 合

　 　　支所 まで
距離 4．34k閲

大
｛

中心より役場まで 距 離 U 、了Ok剛

回 数 約6回 ／年
区 会

区 費 各集落で 　収 ｝

入 数 12〜L3入

老人会 活動 内容 修
心
　　　ゲ

ー
　トポr．一ノレ　　　　膣会　　　奉仕活勳

活動頻度 約 3圃／年

人数 7入仕

会

的
イ

ン

フ

ラ

子 洪会 活動 内容

f了　　　　囗　、　　　　　 ，　　　 谷、ス

キー，署 上運動会 ，キ ャ ン プ，歓 送迎会

等〕　廃晶回 収

活動 頻度 約 ［o回 〆年

人数

若妻会 活 動内容 現在は 活動な t．
活動頬度

内容 間伐 ・除
』

共 有林 管理 作 藁 輿施頻 度 半 日〆年

謬 加 者敷 32人 （大 宇内各世 帯 か ら 1〜2名）

ン 物

7 理
ラ的

　 イ

公共交通機 閲 略陣 ・頻度 市街地 循環 町 営 バ ス ・6 便／日

商店 店 舗数 且 （酒屋）

表 3　七 軒地 区 の 農業 ・農村基盤構成要素

旧村 中心邪 よ り

　 役場まで 時間距離 2B （10．82協駐）

旧忖中 心 廓 よ り

　 病 院 ま で 時間 距離 26
’

〔14．26k田）
自

然

資
源

旧村中．ら部よ り

　中学 校 まで 時 間距離 25分（k2．90   ｝

1日村中心 部 よ り

　 高校まで 畴 間距 25 ノ 〔12．62k閲）

ン 祉

フ 会
ラ 的
　 イ

テ レ ビ受 信 管理組 合

（大字 Y と大字 鋤
組 合員数 33世 帯

路線
・
頗度 市街 地循環 町営 バ ス ・6 便／日

公共 交通概 関

停留所数 8 箇所

物

理

的
イ

ン

フ

ラ

大字 Y 商店 1 〔簡易．便 局兼〉 ・理 　店 1
商店

大字M 商店2 ・屋2・理 店1

事業体数 1 〔　
1
造工 場）

工 場
雇用 者 約 20名

関，寺院 ， 商店で あ る 。

　旧村内には，社会 的イ ン フ ラと．し て テ レ ビ受信

管理 組合 ，物 理 的イ ン フ ラ は 小学校が 2校 ，常駐

農 協支所 ，森林組合 支所，郵便局 ， 駐在所，ス ポ

ーツ 広 場等が あ り，ほ ぼ 日常の 生活圏 とな っ て い

る D 食料品は 週 2 〜 3 回 の 鮮魚店 と八百屋 の 移動

販売 ， 日用品は 週末に寒河江方面の 大型商店で購

入す る世帯が多い
。 また，町内 の 観光の 中心で あ

る温泉施設や 工 場が Y 区 に あ り， 当該地 区で 唯
・一．一

の雇用 の 揚 とな っ て い る 。 工場に勤務 し て い る人

の 中に 消防団員が い るため，昼間の火 災の 場合の

活動人員 も旧 村単位では確保で きて い る とい える。

　旧村単位 まで の 農業 ・農村基盤構成要素で 不足

し て い る物理的イ ン フ ラは ， 中学校 ・高等学校 ，

病院であ る，，S 区 に あ っ た中学校は昭和 50 年 に

閉校 し，七軒地 区か らは地区外に ス ク
ー

ル バ ス で

通学 して い る t一また ， 町 内 の 高校 へ は 自転車で通

学で きるが，町外の 高校 へ 通学す る 生徒は，高校

の 近 くに 下宿す る こ とになる。総合病院は市街地

にあ り，公 共交通機閼は 日 に 6 便 と少ない ため ，

自家用車 を運転 しない 高齢者に とっ ては通院だけ

で
一

日仕事とな っ て しま う、．社会的イ ン フ ラ に つ

い て は 、 集落 ・大字単位 で年齢階層別の 組織が存

在 し，活動 して い る こ とが確認 された、，

3 ．農業 ・農村基盤 の維持 ・管理状況

　現在の N 区 の 構成員は表 4 の よ うにな っ て い る1：、

世帯数は現在 7 戸で ， 平成 2 年 よ り 10 年間で 2

戸減少 （い ずれ も農家） して い る．現在，専業農

家 は 1 戸 の み で ，水稲 （2ha ），
カ ボチ ャ

．
（15a），

花卉 （リン ドウ），山菜を出荷 して い る 。 集落内に

は約 】．ha の 耕作放棄地 が存在す るが ， 分散 し て い

るた め借地や作業受託に よ る利用 は 不可能 との こ

とで あ っ た 。 しか し，夏期には 市街 地 に 移転 し た

世帯が自家用の 水稲や 夏野菓栽培の た めに帰 省 し，

小規模で はあ る が
， 農地利用 が続け られて い 翫

農業以外 の 産業として ，林業土木作業等 を請け負

う林業会社が あ り ， 除間伐 の 際の 端材を使 っ て 下

駄や木工 細工 などの 製造 を行 っ て い る、，こ れ らの

製品は特産 品 と して町
’
内の 温泉施設 で も販売され

て い る 。 元 々 は林業生 産 の 盛ん な集落で あ っ たた

め，集落内の 森林管理に対する関心は高い が ， 自

表 4　 N 区構成員

世 帯 年齢 儷 考

世帯 主 40代 農萋 （専 業》，冬期は町委託 の 除雪作業

妻 40代 農 業手伝 い

1 父 50代 農 業手伝 い

女 10代 生

次女 lo代 高 校生

世 帯主 ア0代 農業 伯 給程廁

妻 60代 乎 伝い
2

40代 め

弟 60代
世帯 主 40代 大 工

妻 40代 勤め
3

男 10代 小学生

次 男 小学生

4 世 帯主 70代 無職　〔年 金）　・自給 野 菜栽培

世 帯主 40代 林業会杜経営

妻 40代 手伝い

父 70代 伝い

5 母 7賦 自給野 菜栽培

長 男 ．10代 家業手伝 い

7 且o 戔 高校 生

10　
ト

中
樽

生

世帯主 60代 町議 会議 員

妻 50代 主婦
覧

80代
5

母 80 弋

溜 学生｝ 小
』
生 仙 里 　畳

｛留学生｝ 小 学生 （山 里留学｝

世帯主 70代 自給野 菜栽重　 年 金

了 妻 7a代 自給野 菜．．
’
　 矯 金

女 50代 ．
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図 5　 年齢別農業従事者数

カで 間伐を して も赤字 になるため ，十分な間伐が

行われ て い る山林は ，全 体の 10％程度で あ る。

　図 4 は大 字単位で 197〔｝〜1995 年 の 農家数 の 推

移を示 した も の で ある．農地管理 の 担 い 手である

農家数は年 々 減少 して きて い るc また，1990 年時

点で の 農業労働力 お よび耕地 の 状況 を図 5 ， 6 に

示 した 。 大字M で は比較的若 い 農業従事者が 多く

な っ て い る が ，大 字 S ，Y も含め約 半数が高齢の

農業従事者で あ り ， 1 戸 当た りの 経営耕地面積は

小 さい
。 イ ン タ ビ ュ

ー調査に よれば ， こ の 地域の

農協へ の 出荷は 山菜が 中心 で ， 耕地 は 自給用 の 水

稲・野菜 の 栽培が ほ とん どとの こ とで ある。また，

大字 S で は桑園面積が他の 大字に比 べ 多い が ，現

在養蚕 を行 っ て い る農家 は な く，放棄地 と考えら

れる。

　以上の 結果か ら ， 現在 の N 区 を含む 七軒地区 の

耕地利用 は，小規模な自家用作物の 栽培が 中心で

あ り，過去の 土地利用の まま放棄 されて い る耕地

もある こ とが明 らか とな っ たr．

　IV　公的支援 に よる要素の 補完

1 ，大江町
’
の 山村地域活 性化 特別交付金

　大 江町 内 に は 七 軒地区を中心 に 人 口減少 の 著 し

い 集 落が多く存在 し， 集落機能 の 低 下 が 懸念 され

た こ とか ら，平成 5 年か ら町単独事業 とし て 山村

地域活 性化特別交付金事業 （以 下 交付金）が実施

された。町 が集落 の 規模に 応 じ て 支払 う

交付金に対 し，集落機能の 維持に 役立 て 　　表 5

る よ う使 途を集落で 自由 に 決定す る と

い うもの で あ る ，

　 N 区 で は 平成 5 年か ら 10 年 まで に，

計 105 万 6 千 円 の 交付金を受けて い る

（表 5 ）。公 民館 の 維 持管理費 （水道光

6「11” ／

1
　 　

；liii癒∴
　 　 k字M 　　　　k ≠ s　　　　尺  Y

図 6 　経営耕地面積

熱費）の ため に 各世帯か ら区 費を徴収 して い たが ，

世帯数が減少 し財政が厳 し くな っ た た め ，交付金

を利 用 した、物理 的イ ン フ ラ に対 し て は 体験 広

場 ・貯木場 の 整備，神社の 屋根 の 塗装が行われた／．t

各種事業助成金 とは ，子供会，老人会，若者会等

の 活動 （研修旅 行や親睦会 ， 行 事の 主催 等）・
や集

落内道路管理の 慰労会開催等 へ の 助成で ある。ふ

る さ と交流会 とは，N 区 を 中心 とした旧村 単位で

行われ て い る首都圏生活 ク ラブ組合員や集落出身

者 との 交流会 で ， 公民館等 に宿泊 し農林業体験や

キ ャ ン プ等を行 う。

2 ．そ の 他の 行政支援

　七軒西部地域 （大字 Y ，S ）では昭和 50年に ，

地区内の 若者を中心 と した約 60 名で 山村研 究会

が発足 した。当時の 七軒地 区は中学校の 閉校，農

林業の 不振か ら人 口流出が顕著 とな り集落 の 消滅

が相次い で い た。研究会の 初期の 目的は地域の 資

源 を利用 した 生産意欲 の 向上 であ りT 山菜祭 りを

開催 し，これ を き っ か けに ， 山菜栽培研 究会の 発

足 ， 山菜加工 場 の 設置が な され ， 農協や 「郵パ ッ

ク j を通 した 山菜の 販 売が進ん だ．そ の 後七軒地

区全域に 活 動範囲 を広げ，地元産品の 販 売促進，

山村の 環境を活 か した観光産業 の 発足 な どが計画

され，行政 の 支援 を得 て ，こ れ ま で 提案 され た 事

業の 約 9 割を達成 して い る。例 えば，温 泉宿泊施

設やお 祭 り広場の 整備は 国の 事業 とし て 実施 （平

N 区 にお ける 山村地域活性化特別校付近の 使途

寸 主 ノ

上正5 ． ド190、OOO 拠 』2 ぱい 墨 甑 神廷孱抵塗1籔轟 置撚 ． 公民鰍 瞳 え ．
工｛夐．

膠
，．麗ユ飽 し∫熈 ヨ 匕撚 批 臨ム 公購 鞭 臨 鰤 懸 帥成 金

H7 ￥180，000 広場 整備，花い っ ぱ い 運動 ，公民 館維 持費　　　　　　　　　　 噌，膠， ■「，噂曜
HS

　甼，
ゼ180000

▼ 膠 ．
体験広畳

・
夐杰撰量脇 ．各翻 1麹 感金　 ．．

旦9 ゼ1皿 000 毳 益．さ嬢 痙念開鑑 ．公民鰤鐙獵

髪110
曽
　 ￥15 ，OOO

　　　　　　　　　　　　　　　．膠
盆民 館 屋根塗韮、各璽事叢勲盛金　、　　　國、　 ．

計 ￥1056000
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成 6 年） され ，昭和 59 年に研 究会が手 作 りで設

置 した 展 望台は，町の 予算で 地 元材 を使 っ た展 望

台に改築 された （平成 U 年）。その ほ かに も遊歩

道・登 山道の 整備や駐車場の 整備が行われて い る 。

　閉校 された 中学校の 寮は，公募 に よ り首都圏の

生活 クラブ の保養所 と して貸与された 。
こ の 公募

を契機に 首都圏の 小学生が地区内の 家庭に ホ
ーム

ス テ イす る 「山里 留学」が始 まり，町教育委員会

の もとで 13 年 間続 い て い る 、、

3 ．公的支援の 効果

　大江町 か らの 交付金に よ り，N 区では公 民館の

維 持，集落内各種団体活動，広場 ・交流施設の整

備が行われ た 。 特 に 公 民館 の 維持 ，
広場 ・交流施

設の 整備 は ， 首都圏住民 との 交流会の 開催 に大き

な効果が あ っ た と考 え られ る。 こ の 交流会は 山里

留学生増加 の き っ か け とな り，交流人 口 も増加 し

て きて い る 。 また ， 各種団体に よる集落行事も続

け られ て お り，帰省者 も減少 して い ない 。

W 　 お わ りに

　七軒地 区 で 小規模なが ら帰省者に よ る農地利用

が続け られ，都市住民 との 交流や観光に よる活性

化 が可能 とな っ た 要因 と し て ，社会的イ ン フ ラ の

状況 と効果的な社会的支援の あ り方が挙 げ られる 。

既存の 社会的 イ ン フラを中心に活動が持続され ，

集落単位で 小規模な物理 的イ ン フ ラ の 整備が 行わ

れ た 。
こ れ らの 物理的イ ン フ ラ は ，そ の ほ とん ど

が既存 の 要素 を再構成 し た もの で あ る 。

　多 くの 山間農業集落で そ うで あ る よ うに ，当該

地城で も人 口 の 自然減は避けられない。今後 自給

作物栽培の た めに維持 され て きた耕地も荒廃する

可能性 は高い 。しか し，本研究 より，都市 との 交

流や観 光を 中心 とした地域の 活性化におい て ，地

域に 賦存する農業 ・農村基盤構成要素 の 果たす役

割 が 確認 で きた．、．また ， 本研 究で 取 り上 げた公 的

支援の あ り方は ， 山間地域の こ れ まで の 農業 ・農

村基盤 を活用 した維持 ・管理 の 可能性 を示 し て い

る 。 今後 の 課題 と し て は ， 産業 とし て の 意義 を失

い つ つ ある農地の 維持 ・管理 の 闇題で あ り， さら

な る調査研究が必 要 と考え られ る t一
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